
県高総体に８０名が参加しました！

第６７回長崎県高等学校総合体育大会が、６月５日から佐世保地区を主会場

に、県内各地で開催されました。本校からも８０名の選手が参加し、熱戦を繰

り広げました。５日の開会式は雨が心配されましたが、式が始まる前には雨も

あがり、旗手のバレーボール部主将、髙瀨隆一君を中心に選手団が堂々と行進

しました。また吹奏楽部も演奏に加わり、式を大いに盛り上げてくれました。

多くの保護者や一般生徒の声援に励まされ、 どの部も精一杯戦いました。

また、高総体前に行われた推戴式でも、PTAの皆様や一般生徒から熱いエールをいただき、大きな力にな

りました。選手の皆さん、応援の皆さん、本当にお疲れ様でした。

《高総体結果一覧》

●卓球男子 団体１回戦 対五島（３－２勝利） 団体２回戦 対鎮西（０－３ ２回戦敗退）

個人戦 シングルス

松岡 ０－３（１回戦敗退）中庭 ０－３（１回戦敗退）倉富 ０－３（１回戦敗退）

奥野 ０－３（２回戦敗退）大浦 ２－３（２回戦敗退）

ダブルス 奥野・大浦ペア ２－３（１回戦敗退） 倉富・中庭ペア １－３（１回戦敗退）

●バレーボール男子 対日大 ０－２（１回戦敗退）

●バレーボール女子 対西彼杵 ０－２（１回戦敗退）

●柔道男子 団体リーグ 対小浜 ２－３負け 対海星 ０－５負け 予選リーグ敗退

個人戦 長岡８１ｋｇ級（１回戦敗退）前川９０ｋｇ級（１回戦敗退）樋口１００ｋｇ超級（１回戦敗退）

●サッカー 対長崎明誠 ０－３ （１回戦敗退）

●バスケットボール男子 対西陵 48 - 80 （１回戦敗退）

●ソフトテニス男子 団体戦 対諫早農業 １－２（１回戦敗退）

個人戦 後田・梅澤ペア ４－２（勝利）１－４（２回戦敗退）沖田屋・井石ペア ０－４（２回戦敗退）

永田・坂田ペア ４－１（勝利） ０－４（２回戦敗退）

●ソフトテニス女子 団体戦 対壱岐商業 １―２（１回戦敗退）

個人戦 山口・森ペア ０－４（２回戦敗退） 柳内・山川ペア ２－４（１回戦敗退）

旗島・松本ペア ０－４（２回戦敗退）三浦・麻生ペア １－４（２回戦敗退）

●水泳競技 漁船 ２００Ｍ自由形（予選敗退） １００Ｍ自由形（予選敗退）

（生徒会指導部主任 重松聰美）

長崎県高総体

スマホの利便性と危険性！

6月17日(水)の6時間目に全校生徒を対象として情報モラル教育が

行われました。講師の浦川圭介先生（E-ネットキャラバン）より普段

なにげなく使っているスマホを中心に、個人情報の管理、著作権・肖

像権の問題、金銭トラブル、友人関係のトラブルなどに関する話をし

ていただきました。実際に起こった事案を交えながらの話に生徒たち

も関心を持って聞いているようでした。この機会にぜひご家庭でもス

マホの利便性や危険性を確認の上、ルールの徹底をよろしくお願い

します。 （生徒指導部 黒江洋樹）

情報モラル教育

『思いやりから始めよう』

今年度の「長崎っ子の心を見つめる教育週間」では、個人面談、校内「いじめ

根絶」「命の大切さ」標語コンクール、アサーショントレーニング、情報モラル

講話をはじめ様々な取組を行いました。長崎と佐世保の悲しい事件をきっかけにこの

10年余り、学校現場では様々な取り組みが続いています。しかし、痛ましい少年事件は、いっこうに無

くなりません。昨年７月に佐世保市で起きた女子高生の逮捕事案。今年２月に川崎市の中学1年生が遺体

で発見された事件。また、６月に愛知県の高校１年生が集団暴行を受けたあと、川で溺れて亡くなった事件。

こういう事件を聞くたびに、本当に心が痛みます。

皆さんは、このようなニュースを聞いてどのようなことを思いますか。どうしたら、自分の中に「命を

大 切にする心を育てる」ことができると思いますか。「何から、どこから、手をつければいいのかわか

らない」というのが正直な気持ちかもしれません。そこで、まず手始めに、小さなことから取り組んでみ

るのはどう でしょうか。私が皆さんに取り組んで欲しいことは、「相手の立場に立って考え、行動する」

ということです。同じものを見ても、自分に見える風景と相手に見える風景が、全く同じというわけであ

りません。自分を相手の立場に置き換えることができたとき、初めて相手の気持ちや痛みを理解すること

ができると思うのです。標語コンクールの最優秀作品「傷ついて その時やっと 気がついて」が表して

いるのは、まさにこのことでしょう。自分が傷ついたとき、心の痛みを知ったとき、これまで自分も誰か

を傷つけていたのではないかと、初めて思い至るのです。あのとき、相手はきっと傷ついていたのだと・・・。

皆さん、自分の行動を振り返ってみてください。誰かを傷つけたことはありませんか。自分が気づかな

いだけで、周りに悲しんでいる人がいるのではありませんか。「面白半分」や「軽い気持ち」で人をから

かったり人に迷惑をかけたりする行動が、本校では皆無である、とは残念ながらいえません。その結果、

どういうことがおこるかを想像してみてください。人の心は傷つき易く、その傷は簡単には治りません。

皆さんの中には、「面白半分」「軽い気持ち」のせいで受けた心の傷から立ち直れず、思い悩んでいる人

もいるかもしれません。「からかい」「面白半分」「軽い気持ちで」でとりかえしのつかない事が起こる

可能性もあるのです。一度、口から出した言葉は、戻すことができません。自分の起こした行動を「ごめ

んなさい」の一言で、なかったことにすることもできません。だからこそ、相手に何かを言う前に、自分

が行動を起こす前に、一度考えてみてください。その一言によって傷つく人がいないか。自分だったら、

そう言われて傷つくことはないか。その行動で傷つく人がいないか。自分だったら、そうされて傷つきは

しないか。それが、「相手の立場に立って考え、行動する」ということに繋がるのです。

ときには、皆さんの何気ない一言や行動で、誰かを勇気付けることがあると思います。友達の一言に

背中を押されて一歩前進できた人もいるでしょう。皆さんには、学校生活だけではなく、これからの人生

においても、「相手の立場に立って考え、行動する」ことを心がけて欲しいと思います。相手を思いやる

ことで「自分の命」も、「周りの人の命」も大切にする心が必ず育ちます。お互いに相手を思いやる関係

を築いていきましょう。 （野田定延）

校長室より

〈スローガン〉 「チーム波佐見」～常に前進 常に一歩～ 第１５号 平成２７年６月３０日発行

波高通信
〈校訓〉自律・積極・究理



第１回に約３００名参加！

６月２０日（土）、今年度、第１回目の波佐見高校オープンスクールを開催しました。県内外２２

の中学校から中学生・保護者併せて約３００名の参加をいただき、非常に盛況でした。この人数は昨

年より７０名以上の増加であり、中学生の進路選択の一つとして本校が注目されていることをヒシヒ

シと感じます。

吹奏楽部の歓迎演奏に続き、野田校長が歓迎のあいさつをし

ましたが、その際、本校独自のあいさつ運動、通称「オアシス

運動」を、本山くん（生徒会長、野球部）を中心に行いました。

吹奏楽部員を入れて、４０名の波高生の集団が、元気良くハキ

ハキとする様子に、中学生はもちろん保護者にも好評でした。

休憩後、太田さん（放送部）の司会で、生徒ディスカッション

をおこないました。参加者は、松﨑くん（バスケットボール部）、

牟田口くん（サッカー部）、原さん（デザイン部）、松尾さん

（吹奏楽部）、それに本山くんの５人です。それぞれ、入学の動

機、波高での体験、部活動で学んだことなどを熱く語りました。

彼らの思いが、中学生の進路を考えてもらう一助になってくれ

ればと願います。全体説明の後は、商業科と美術・工芸科が独

自で説明会を開き、これも会場が満杯になるほどの盛況でした。

次回は８月２０日（木）です。今回以上の来訪者を期待しております。（教務部主任 安達 健）

まずは１歩

６月１２日（金）、今年度、第１回目の波佐見高校進路ガイダンスを開催しました。２、３年生が

全員参加し、保護者の方にも１２名参加して頂きました。前半は進学から就職までをA～Gの進路別に

分けての進路別講演会、後半は進学希望者は学校別の進学ガイダンスへ参加し様々な説明を聞きまし

た。公務員・自衛官希望者はそれぞれの説明会の後、試験対策講座に参加し様々なアドバイスをいた

だきました。就職希望者は就職ガイダンスの後、男女別に模擬面接を実施し細かな礼法等の指導を受

けました。どの講座も進路に直結した説明会・対策講座であったため、

生徒達も真剣に参加していました。すでに志望校を絞り込んでいる生徒

は、かなり具体的な話を聞いている場合もありましたが、７～８月がオー

プンスクールも数多く開催されますので、是非複数の学校を比較しても

らいたいものです。

３年生は７月６日就職ガイダンス、８日進路フェスタと行事が続きま

す。特に進路フェスタでは他校生と一緒に模擬の就職試験を受験しま

す。ペーパー試験と模擬面接が行われ点数化されます。さらに進路意

識を高めて学校生活に取り組んで欲しいと思います。

次回は３月に職業ガイダンスを予定しています。１、２年生全員が何

かの職業を選び、その仕事内容の体験をするというものです。

（進路指導主事 宮﨑 恵）

オープンスクール

第97回全国高校野球選手権長崎大会が始まります！
本校は１回戦１２日（日）に上五島高校と対戦します。

７月 2日(木) 護身術講座(女子) ７月13日(月) 球技大会

７月 6日(月) 就職ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ(3年) ７月14日(火) HTBｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ事前研修(～7/15)

７月 7日(火) 野球部推戴式 ７月15日(水) DV防止講話・母の会進路講話

７月 9日(木) 進路講演会 ７月17日(金) 終業式、体育祭団別集会

７月 10日(金) 中高連携陶芸教育 ７月21日(火)～31(金)三者面談(2、3年)保護者面談(1年)

７月の行事予定

『百花繚乱』
6月２１日（日）波佐見町ウェイブホールにて第8回定期演奏会を開催しました。満席の会場で 私たちの演奏を

楽しみながら聴いてもらいました。コンクール課題曲、自由曲に始まり、アンサンブル、

波高ヒットメドレーなど、無事に2時間のステージを終了しました。テーマであった「百

花繚乱」のごとく部員一人ひとりがいろいろな花を咲かせ輝いたステージでした。準備段

階で大変なことも多々ありましたが、演奏会を終えた部員たちは「充実感・達成感」のと

てもいい表情をしていました。 （吹奏楽部顧問 大小瀬泉子）

「百花繚乱」のもと、たくさんの花を咲かせようと部員一丸となって気持ちも一つにまと

まり演奏を行うことができました。演奏会に向けて昼休みや居残り練習など、使える時間

は全て練習に充ててきましたが、うまくいかないこともあり、涙を流しながら練習する部

員もいました。しかし苦労した分、終わったあとの達成感をしっかり感じることができ、

笑顔で演奏会を終えることができました。保護者会を始め、ＯＢの方々、先生方には小物作り、看板作成、受付な

ど裏方でたくさんご協力頂き感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございました。（部長 松尾朝香）

最後まであきらめない！！
6月21日より3週連続日曜日に検定試験が続きます。学年で受験級や受験科目は違いますが、1人でも多くの生

徒に『やればできる』という自信につなげる為に資格取得に向けて授業に一層力が入っています。練習問題や過去

の問題を繰り返し解いたり、放課後は補習を実施して合格までの力をつけていきます。6月21日の電卓検定には1

年生が初めて挑戦しました。3級の普通計算部門を受験し、92.1％の合格率をあげています。28日の簿記実務検

定では、２・３年生が一生懸命取り組んでいます。２年次から簿記の授業は習熟度別

で指導しています。右の写真は少人数での補習の様子です。自分のペースで、資格に

チャレンジでき、生徒のやる気もあがっています。7月5日のビジネス文書実務検定で

は商業科のみならず、普通科の生徒も希望で受験をします。放課後の時間を使ってパ

ソコン室へ集合し、ひたすら練習に励んでいます。 （商業科主任 丸屋陽子）

九州地区高等学校ＰＴＡ連合会長崎大会に参加しました
6月19日（金）に長崎県総合体育館にて大会が開催され、本校からはPTA役員10名、職員2名が参加しました。

午前は分科会で「ココロのねっこをつなぐPTA活動～思いやりの心と志を育むために～」というテーマのもとパ

ネルディスカッションが行われました。その中で心の距離が近いと体の距離も近くなると話されました。もう一歩

踏み込んで、時には他人の領域に入ってもコミュニケーションをとることの必要性について考えさせられました。

保護者の中には子どもの成績・行動が自分の評価のようでびくびくするという話

があり、多くのPTAの方の共感を得ていました。また 一番困ったときに親に相談

できない子どもが多いという話では、信頼できる大人が１人でもいれば子どもは

変わることができる。そのためには、親が楽しむ、自分で飛び込んでいくなど数

多くの提案が出されました。 （教務部 辻 健太郎）

商業科 各種検定試験
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